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宇宙再電離の時間進化を探るには、宇宙再電離期である z ∼ 6− 7の Lyα Emitter(LAE)の Lyα光度関数を調
べることが有効である。LAEは Lyα輝線を強く放射する星形成銀河であり、z ∼ 6− 7の遠方宇宙でも普遍的に
存在する。宇宙再電離期にある LAEを観測すると、銀河間物質中の中性水素がもたらす Lyα damping wingの
吸収により、LAEから放射される Lyα輝線は実際よりも暗く観測される。故に、z ∼ 6− 7の LAEの Lyα光度
関数がどれくらい暗い側へシフトしたかを調べれば、その赤方偏移での銀河間物質中の中性水素の割合 xHIを見
積もることができる。各赤方偏移で xHIを±0.1の誤差で求め、宇宙再電離の時間進化を調べることができれば、
それを理論モデルと比較することでどのような質量を持ったハローが宇宙再電離に寄与したかを検証することが
できる。我々は、Subaru/Suprime-Camを用いて z = 7.3の LAEを観測した。これまでの研究でも z = 7.3 LAE
を数天体検出することができたが、光度関数の明るい側しか観測することができず、contaminationが大きいとい
う問題がある。そこで我々は、z = 7.3 LAE探査のためNB101という狭帯域フィルターを開発した。このNB101
にはこれまでの研究で使われてきた狭帯域フィルターと比べて FWHMが小さいという特長があるため、観測効
率を上げることができる。NB101を用いて深撮像観測をすることで、光度関数の暗い側 (< L

∗)まで精度良く求
めることを目標としている。我々はNB101を用いて SXDS領域とCOSMOS領域をそれぞれ約 37時間、約 70時
間観測した。その初期成果として、我々は z = 7.3 LAE候補を 3天体見つけた。本講演では、この観測で得られ
る z = 7.3 LAEの Lyα光度関数について発表し、その結果から宇宙再電離の時間進化について議論する。


